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大穂幼稚園たより 令和６年５月 28 日

らんらん 第３号（文責：山本光明）

一週間の中での寒暖差だけで無く、一日の中での寒暖差が激しい５月になっています。

大人でも体調を維持することが難しい気候です。体調を崩してしまう子ども達が出てい

ますので、体温調節のしやすい服装、早めの休養、朝の健康観察など体調管理にご配慮

いただきますようお願いいたします。

うさぎ組の子ども達は、日に日に園での生活に慣れ、集団生活を楽しんでいます。元

気にあいさつをする場面が増えました。毎日、幼稚園にくることを楽しみにしてくれて

いることを嬉しく思います。

かえで組の子ども達は、話し合う場面が増え、先日は保育室前に夏野菜の苗を植える

ことができました。語彙の質が少しずつ高まり、人と楽しく関わる経験を積み上げてい

ます。また、５月１４日に、ＪＡ大穂支店にお世話になった親子田植え体験にご協力い

ただきありがとうございました。思い出に残る体験となりました。稲刈りも楽しみです。

◎大穂地区合同引き渡し訓練へのご協力ありがとうございました（５月１５日）

今年度の大穂幼稚園の引き渡し訓練は、初めて大穂地区の小学校、中学校と同日に実

施しました。当日は緊急メール配信での連絡を予定していましたが、配信システムが正

常に起動せず、電話での連絡となりご迷惑をおかけいたしました。無事、引き渡しが完

了し、ほっとしたと同時に、多くの課題も見えてきました。今回の教訓は来年度に活か

していきます。

引き渡し訓練の通知でお知らせいたしましたように、この訓練は東日本大震災級の大

きな災害が発生した時の対応を想定しています。１３年前に発生した東日本大震災の時

は、大きな揺れによって電気や水道の供給が停止する事態となりました。その影響で、

通信だけではなく、信号も停止し道路は大渋滞となりました。幼稚園や小学校では、引

き渡しの体制をとっていたにもかかわらず、保護者が幼稚園や小学校に来られない状況

でした。大震災発生の場合、徒歩でのお迎えも是非、想定しておいていただければと思

います。また、幼稚園の他に小学校や中学校へもお迎えに行かなくてはならない場合は、

自宅や職場からどういう順序で迎えに行くことがいいのかも考えておくといいでしょ

う。「まずは小さい子から迎えに」と考えがちですが、その場合、大渋滞で徒歩移動と

なると小さい子を一番長く歩かせることになります。大穂幼稚園では遅くなっても安全

に引き渡せるように体制を整えておきます。

◎イチゴの苗の成長を楽しんでください

大穂幼稚園の菜園で育ったイチゴの苗の鉢を２４日（金）に持ち帰りました。ご家庭

でお子様と一緒に栽培を楽しんでみてください。


